
（ ）

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

㎞

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

道路橋りょう事務1 道路橋りょう総務費7 土木費

道路公園管理係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

2 道路橋りょう費 110120

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 道路橋りょう事務

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
通行車両の大型化に伴う道路路面機能の低下、歩道及び路肩部の
視通確保の観点からの除草、冬季の安全な通行確保が求められて
いる。
また、過年度に発生した台風による河川決壊及び河川敷地へ堆積し
た土砂の下流への流出の危険性、河床に堆積した土砂及び河畔林
による河川流下能力の低下が顕著である。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
芽室町道路マスタープランにおける広域幹線道路として位置づけら
れる路線の舗装補修（オーバーレイ）は継続的に実施されてきてい
る。
今後も継続して、国及び北海道に対し、政党要望・社会資本整備要
望を行う。道路台帳の整理、職員の土木技術の知識向上

町道、職員、道路関連団体

職員の土木技術の知識向上のため、各種講習会へ参加。
道路関連団体への負担金支出。
道路及び橋梁台帳を管理し、道路改良実施路線の台帳更新を行
う。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円

92,400 67,200 68,000

10,634,517 10,671,902 10,645,000
△ 6,814,367 △ 3,661,833 △ 6,523,000

3,912,550 7,077,269 4,190,000

10,634,517 10,671,902 10,645,000

円

内訳

道路延長
活動
指標

945 945 945

2024年度2023年度2022年度

円

細節名

権限移譲交付金（国有財産法）

道路占用料

円

円

92,400 67,200 68,000
円
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（ ）

道路橋りょう事務に要した経費 円

（１）職員旅費・ 消耗品費・参考図書・法規追録代・新聞購読料等 円

（２） 道路台帳修正業務委託料 円

・道路台帳修正延長 m （ 改良 m 舗装 m 橋梁 m ）

・道路現況数値

（３）北海道道路整備促進協会負担金 円21,100

11 橋りょう数 橋 269 269

12 橋りょう延長 m 6,094.70 6,094.70

9 舗装延長 m 560,156.90 557,993.79 2163.11

10 未舗装延長 m 362,694.79 364,855.94 △ 2161.15

7 改良済延長 m 721,280.83 721,134.43 146.40

8 未改良延長 m 201,570.86 201,715.30 △ 144.44

5 路線数 路線 593 593

6 歩道等設置道路延長 m 113,242.83 112,826.89 415.94

3 未供用延長 m 6,127.61 6,127.61

4 実延長 m 922,851.69 922,849.73 1.96

1 総延長 m 944,655.79 944,665.31 △ 9.52

2 重用延長 m 15,676.49 15,687.97 △ 11.48

7,077,269

3,624,169

3,432,000

3,210 1,400 1,810

年　度　
単位 令和５年度

（令和6年3月31日現在）
令和４年度

（令和5年3月31日現在）
増　減

　項　目

環境土木課 道路公園管理係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明
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（　環境土木課　道路公園管理係　）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

3,432,000 3,432,000 （ a + b ）

3,135,000 3,135,000

297,000 297,000

合　　　計 3,432,000 3,432,000

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

①道路代台帳修正
業務委託

a.道路台帳修正業
務

b.道路台帳管理シ
ステム修正業務

ユニオンデーターシ
ステム㈱
R5.10.23～R6.3.22

国土情報開発㈱
R5.11.9～R6.3.14
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（ ）

円

細節名
会計年度任用職員労働保険個人負担金（土木車両管理費）

寄附金管理基金繰入金

円

円

2,468,450 2,514,157 2,838,000

内訳

道路延長

歩道延長

除雪車両運転手

活動
指標

922,850 922,852 923,000
112,827 113,243 113,600

16 16 16

2024年度2023年度単位

円

円

円

円

円 196,170,709 188,907,403

2,468,450 2,514,157 15,684,000
193,702,259 186,393,246 142,753,000

2022年度

158,437,000

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 町道・歩道・駐車場等除排雪事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
　道路利用者の安全を確保するため、迅速に町道等の除排雪を行う
必要がある。
　通勤・通学時間に除雪が間に合うよう降雪状況に合わせて、直営と
委託業務により、きめ細かい除雪を行うとともに、除雪開始時間の調
整等の柔軟な対応を行う必要がある。
　近年は年内の降雪が少なく、年明けに大雪となる傾向であり、積雪
による道路幅員の減少や交通障害が発生している。
　玄関前に寄せられた雪（間口）に対する苦情は、事前に町公式ライ
ンやフェイスブックで出動予定を周知していることもあり、苦情件数は
減少傾向にある。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　除雪運転手や委託業者との情報共有及び除雪開始時間の調整を
密に行う。
　幅員減少に伴う交通障害を防止するため、パトロールによる道路状
況の確認を徹底し、必要に応じて排雪作業を実施する。
　玄関前に寄せられた雪（間口）の除雪については、ごみサポート登
録者に対して実施しており、今後は要介護認定者や後期高齢世帯な
ど、間口除雪の範囲拡大を検討する。

　降雪時に除雪を行い、通行の安全を確保する。

　除雪を実施する町道、歩道及び駐車場。

　町道の通行・安全を確保するための除排雪事業。
　除排雪の委託、町道・歩道・公共駐車場の除排雪及び吹き溜ま
り除雪を行っている。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

道路公園管理係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

2 道路橋りょう費 110505

2 道路橋りょう費

4 都市計画費

7

7

7

土木費

土木費

土木費

110210

110211

町道・歩道・駐車場等除排雪事業

町道・歩道・駐車場等除排雪事業

町道・歩道・駐車場等除排雪事業

2 土木車両管理費

3 道路維持費

2 街路維持費

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

ｍ

ｍ

人

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

円 12,846,000

円
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（ ）

１　町道・歩道・駐車場等除排雪に要した（直営）経費 円

（１） 会計年度任用職員報酬 16名 4か月分 円

（２） 会計年度任用職員手当等 円

（３） 会計年度任用職員労働保険料 16名 4か月分 円

（４） 会計年度任用職員費用弁償 円

（５） 消耗品費・燃料費・修繕費 円

（６） 自賠責保険料・自動車損害保険料 円

（７） 重機借上料 円

（８） 小型ロータリー除雪車購入費・除雪専用車購入費・除雪トラック購入費等 円

（９） 研修会受講料負担金 円

（10）車両事故損害賠償金・損害賠償金 円

（11）車両重量税 円

２　除排雪作業車両稼働実績

日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日
日 日 日

※小型ロータリー車及びダンプ33号による除排雪作業は委託請負業者に貸与して稼働。

7,700

環境土木課 道路公園管理係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

108,717,403

30,125,068

1,011,600

7,387,837

408,130

39,577,799

595,680

1,327,480

26,804,599

230,010

1,241,500

車両名
除雪作業 排雪作業 合　　　　計

日　数 時　間 日　数 時　間 日　数 時　間
ｈｒ

ダンプ2号 28 207.50 ｈｒ 3 14.00 ｈｒ 31 221.50 ｈｒ
ダンプ1号 31 219.00 ｈｒ 5 25.00 ｈｒ 36 244.00

ｈｒ
ダンプ33号 24 149.00 ｈｒ ｈｒ 24 149.00 ｈｒ
ダンプ32号 ｈｒ ｈｒ

ｈｒ
ダンプ35号 29 187.50 ｈｒ 6 28.00 ｈｒ 35 215.50 ｈｒ
ダンプ34号 21 270.75 ｈｒ 5 20.00 ｈｒ 26 290.75

ｈｒ
除雪専用車2号 29 179.75 ｈｒ ｈｒ 29 179.75 ｈｒ
ダンプ36号 21 157.25 ｈｒ 9 36.50 ｈｒ 30 193.75

ｈｒ
除雪専用車4号 31 209.00 ｈｒ ｈｒ 31 209.00 ｈｒ
除雪専用車3号 25 145.50 ｈｒ ｈｒ 25 145.50

ｈｒ
除雪専用車6号 32 210.50 ｈｒ ｈｒ 32 210.50 ｈｒ
除雪専用車5号 35 211.75 ｈｒ ｈｒ 35 211.75

ｈｒ
グレーダー 29 185.00 ｈｒ ｈｒ 29 185.00 ｈｒ
除雪専用車7号 32 212.50 ｈｒ ｈｒ 32 212.50

ｈｒ
ショベル11号 37 215.50 ｈｒ 4 19.50 ｈｒ 41 235.00 ｈｒ
ショベル1号 29 204.00 ｈｒ 6 30.50 ｈｒ 35 234.50

ｈｒ
小型ロータリー4号 13 98.50 ｈｒ ｈｒ 13 98.50 ｈｒ
小型ロータリー3号 12 94.00 ｈｒ ｈｒ 12 94.00

ｈｒ
小型ロータリー6号 20 97.50 ｈｒ 1 5.00 ｈｒ 21 102.50 ｈｒ
小型ロータリー5号 22 122.50 ｈｒ ｈｒ 22 122.50

ｈｒ
小型ロータリー8号 15 110.50 ｈｒ ｈｒ 15 110.50 ｈｒ
小型ロータリー7号 13 101.00 ｈｒ ｈｒ 13 101.00

ｈｒ
砂散布車 ｈｒ ｈｒ ｈｒ
大型ロータリー 7 31.00 ｈｒ 3 14.50 ｈｒ 10 45.50

ｈｒ
R4年度　合計 508 3,600.75 ｈｒ 135 908.75 ｈｒ 643 4,509.50 ｈｒ
R5年度　合計 535 3,619.50 ｈｒ 42 193.00 ｈｒ 577 3,812.50
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（ ）

町道・歩道・駐車場等の除排雪に要した委託等経費 円

１　郊外地道路の除排雪に要した経費（町道・歩道・駐車場等除排雪事業） 円

除排雪に要した委託料 円
・除排雪業務委託 円
・上美生地区除排雪業務委託 円

２　市街地道路の除排雪に要した経費（町道・歩道・駐車場等除排雪事業） 円

除排雪に要した経費 円
　 ・除排雪作業委託(人力・機械・交差点除排雪業務委託) 円

・小型ロータリー除雪作業委託 円

環境土木課 道路公園管理係
事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

80,190,000

64,592,000

64,592,000

15,598,000

15,598,000
5,951,000
9,647,000

40,920,000
23,672,000

-180-



（　環境土木課　道路公園管理係　）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

40,920,000 40,920,000

R5.11.1～R6.3.31

23,672,000 23,672,000

R5.11.1～R6.3.31

5,951,000 5,951,000

R5.12.1～R6.3.31

9,647,000 9,647,000

R5.12.1～R6.3.31

合　　　計 80,190,000 80,190,000

小型ロータリー
除雪作業委託

備　　　　　考

村上・工藤除雪共同
企業体

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（委託）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

村上・工藤除雪共同
企業体

村上建設外７社除排
雪共同企業体

宮西運輸㈲

除排雪業務委託

上美生地区除排
雪業務委託

除排雪作業委託
（人力・機械・
交差点）
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（ ）

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

件

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

110213

500001

町道・歩道・駐車場等維持管理事業

町道・歩道・駐車場等維持管理事業

災害復旧事業（道路橋りょう費）

3 道路維持費

2 街路維持費

3 道路災害復旧費

4 都市計画費

2 公共土木施設災害復旧費

7

7

14

土木費

土木費

災害復旧費

道路公園維持係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

2 道路橋りょう費 110507

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 町道・歩道・駐車場等維持管理事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
平成２７年から道路施設維持管理業務を民間委託し、道路及び河川
のパトロール強化、円滑な道路交通網の確保並びに河川環境保全
は向上している。本委託業務を実施してから９年が経過し、受託業者
との意見交換や情報共有により、業務内容の精度が向上している。
近年は道路施設の老朽化に加え、局所的な豪雨及び大雨が多発傾
向にあるため、維持管理箇所の経費が増加傾向にある。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
道路施設維持管理業務の継続的な業務実施のため、受託業者と密
に打合せや定例会を開催し、道路維持管理の徹底化を図り、道路利
用者など第三者被害防止と円滑な道路交通網を確保する。
経年劣化や凍上に伴う公共土木施設の損傷が著しいことから、長寿
命化に配慮した維持修繕を図る。また、近年の局所豪雨や大雨によ
る被害が増加傾向にあることから迅速に出動できる態勢及び砂利な
ど、安全資機材のストックを維持し、道路損傷による事故を防止す
る。
２０２５年度にパトロール車両の更新を計画している。

ライフラインである町道、歩道、駐車場及び橋りょうの適切な維持
管理及び施設の長寿命化

町道、歩道、駐車場、橋りょう等の公共土木施設

・町道・歩道・駐車場を安全に使用するための維持管理事業
・町道草刈、清掃、区画線、標識、スノーポール、防雪柵、橋梁等
の維持管理

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円

2,200,000
622,733 15,801,000

190,920,594 181,522,644 165,803,000
190,920,594 184,345,377 181,604,000

2,200,000

円

内訳

維持補修実施件数
活動
指標

573 472 500

2024年度2023年度2022年度

円

細節名

寄付金管理基金繰入金

農業用施設災害復旧事業債

備考資金組合納付金還付金 円 622,733
円

15,801,000
円
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（ ）

町道・歩道・駐車場等の維持管理に要した経費 円

１　郊外地道路の維持管理に要した経費（町道・歩道・駐車場等維持管理事業） 円

（１）業務に関する事務費 旅費、需用費、役務費 円

需用費のうち道路等維持修繕費 円
・資材 視線誘導標・グレーチング・舗装補修材等 円

（２）維持管理に要した委託料 円
・郊外地道路施設維持管理業務委託 円

パトロール、草刈、舗装補修（加熱・常温）、防雪柵開閉作業、重機借上、簡易修繕
・郊外地道路区画線塗装業務委託 （破線）Ｌ=20,670ｍ（中央線） 円

（実線）Ｌ=140ｍ（中央線）
（実線）Ｌ=20,950ｍ（外側線）
（破線）Ｌ=26ｍ（ドット線）
（実線）Ｌ=410ｍ（ゼブラ線）

・町道清掃作業委託 路面清掃27.5ｋｍ、桝清掃874箇所、高圧洗浄201ｍ 円
・東芽室西十六号支障木伐採作業委託 円

（３）維持管理に要した工事請負費 円
・道路補修工事(北伏古東９線) 円

舗装工（オーバーレイ工）Ｌ=550.00ｍ

（４）維持管理に要した原材料費 円
　 ・砂利購入 円

・アスファルト廃材購入 円

（５）負担金補助及び交付金 伐木等業務特別教育講習会(1名) 円

11,752,290
11,045,430

706,860

23,000

184,345,377

126,239,365

1,775,142

1,213,916
1,213,916

101,292,933
85,005,013

9,119,000

6,519,920

11,396,000
11,396,000

649,000

環境土木課 道路公園維持係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明
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（ ）

２　市街地道路の維持管理に要した経費（町道・歩道・駐車場等維持管理事業） 円

（１）業務に関する報償費 円
・路面清掃（市街地：38団体）、人力草刈（郊外地：5団体）
・交差点草刈（郊外地：5団体）、東めむろコミュニティスペース周辺環境整備（4団体）

（２）業務に関する事務費　　需用費 円
需用費のうち道路等維持修繕費 円
　・資材 グレーチング・舗装補修材・焼砂等 円
　・道路補修 1件 円

（３）維持管理に要した委託料 円
町単独委託業務

・市街地道路施設維持管理業務委託 円
パトロール・舗装補修（加熱・常温）、簡易修繕

・市街地道路区画線塗装業務委託 円
（ドット）L=410ｍ
（破線）L=8,800ｍ（中央線）
（実線）L=1,710ｍ（中央線）
（実線）L=16,330ｍ（外側線）

・市街地道路等清掃作業委託 路面清掃228.0ｋｍ 円
側溝清掃（人力）16ｍ、桝清掃4,706箇所

・道路付属施設点検委託 点検基数214基 円
・西６条東仲通支障木伐採作業委託 円

20,799,373

6,160,000

16,109,280

7,414,000
319,000

3,638,626
3,562,126
3,492,126

70,000

50,801,653

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

55,283,279

843,000

環境土木課 道路公園維持係
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（ ）

３　災害復旧に要した経費（災害復旧事業(道路橋りょう費)） 円

（１）災害復旧に要した委託料 円
　・災害応急復旧業務 円2,822,733

環境土木課 道路公園維持係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

2,822,733

2,822,733
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（　環境土木課　道路公園維持係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

破線（中央）20,670m

実線（中央）140m

実線（外側）20,950m

破線（ドット線）26m

実線（ゼブラ線）410m

路面清掃27.5㎞

桝清掃874箇所

高圧洗浄201m

舗装工（オーバーレイ工）

L=550.00m

合　　　計 112,688,933 112,688,933

東芽室西十六号支
障木伐採作業委託

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

町道清掃作業委託

6,519,920

9,119,000

道路整備・大成
経常建設共同企業体

R5.5.19～R5.7.31

道路補修工事（北
伏古東9線）

11,396,000 11,396,000

青木建設(株)

R5.6.12～R5.9.15

郊外地道路施設維
持管理業務委託

85,005,013 85,005,013

芽室町維持修繕協同
組合パトロール・舗装

補修（常温・加
熱）・草刈

防雪柵開閉・重機
借上・簡易補修ほ
か

R5.4.1～R6.3.31

郊外地道路区画線
塗装業務委託

9,119,000

6,519,920

北海道道路保全
（株）

R5.4.28～R5.8.21

649,000 649,000

十勝広域森林組合

R5.11.17～R5.12.20
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（　環境土木課　道路公園維持係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

簡易補修ほか

破線（中央）8,800m

実線（中央）1,710m

実線（外側）16,330m

破線（ドット線）410m

路面清掃228.0㎞
側溝清掃（人力）16m

桝清掃4,706箇所

点検基数214基

合　　　計 50,801,653 50,801,653

319,000 319,000

十勝広域森林組合

R5.10.6～R5.11.30

西６条東仲通支障
木伐採作業委託

道路付属施設点検
委託 7,414,000 7,414,000

北王コンサルタント
(株)

R5.6.30～R5.11.20

市街地道路等清掃
作業委託

16,109,280 16,109,280

（株）北海道エコシス

R5.4.18～R5.11.30

市街地道路区画線
塗装業務委託

6,160,000 6,160,000

道路整備・大成
経常建設共同企業体

R5.5.15～R5.7.31

市街地道路施設維
持管理業務委託

20,799,373 20,799,373

芽室町維持修繕協同
組合

パトロール・舗装
補修（常温・加
熱）・草刈 R5.4.1～R6.3.31

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳
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（　環境土木課　道路公園維持係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

合　　　計 2,822,733 2,200,000 622,733

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

災害応急復旧業務

2,822,733

芽室町維持修繕協同
組合

応急補修 R5.4.1～R6.3.31

2,200,000 622,733
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（ ）

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

橋

橋

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

橋りょう長寿命化事業3 道路維持費

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 橋りょう長寿命化事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
　町道に設置されている橋りょうは全部で266橋あり、現状では、建設
後50年以上経過している橋りょう数は15％程度であるが、20年後に
は92％まで増加する。これらの急速に増加する老朽化橋りょうを計画
的・効率的に保全するため策定した「橋りょう長寿化計画」に基づき、
修繕及び定期的な点検を実施している。また、修繕及び点検を実施
するにあたり、多額の財源が必要になることから、道路メンテナンス
補助事業を活用している。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　橋りょうの定期点検は2019(令和元)年度から2巡目の点検を実施し
ており、2023(令和５)年度に終了した。次期点検は2024（令和６）年度
から2028（令和10年）の5か年で3巡目の点検となる。
　また、2巡目の点検結果に基づき、新技術の活用や集約化によるコ
スト削減を考慮した計画を2024（令和６）年度に策定する。財源につ
いては、「道路メンテナンス補助事業」を活用する。

7 土木費

道路整備係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

2 道路橋りょう費 110214

法令点検により安全性を確認し、損傷している橋りょうについては
計画的に補修する。

町道認定路線に設置された橋りょう

橋りょうが急速に老朽化していくことを踏まえ、法令で定める5年
に1回の近接目視点検とその結果に基づいた修繕を実施すること
で橋りょうの長寿命化を図り、誰もが安心して快適に利用できる
道路交通環境の整備を図る。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円

45,156,000 61,383,000 105,894,000
26,900,000 35,800,000 59,800,000

3,767,038 12,260,460 18,445,000
75,823,038 109,443,460 184,139,000

26,900,000 35,800,000 59,800,000

円

内訳

橋りょう点検数

橋りょう修繕数
活動
指標

23 60 44
1 1 2

2024年度2023年度2022年度

円

細節名
道路更新防災等対策事業費国庫補助金

橋りょう整備事業債

円

円

45,156,000 61,383,000 105,984,000
円
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（ ）

橋りょう長寿命化事業 円

本事業は、今後橋りょうが急速に老朽化していくことを踏まえ、法令で定める5年に1回の近接目視点検と
その結果に基づいた修繕を実施することで橋りょうの長寿命化を図り、誰もが安心して快適に利用できる道
路交通環境の整備を推進する。

（１）　業務に係る事務費 旅費 円

（２）　橋りょう整備に係る委託料
橋りょう長寿命化工事実施設計委託 橋 円
　（関山中央橋、西29号線1号橋、山中橋）
橋りょう長寿命化工事実施設計委託（その２） 橋 円
　（旭山橋、楽農橋）

合　　　　　計 橋 円

（３）　橋りょう整備に係る工事請負費
橋りょう長寿命化工事 橋 円

(芽室大橋)

（４）　橋りょう整備に係る負担金
橋りょう点検一括発注負担金 橋 円

(橋梁点検業務に関する協定)
橋りょう点検一括発注負担金 円

(こ線橋点検に伴う鉄道列車運転保安業務に関する協定)

合　　　　　計 橋 円

60 41,129,000

4,202,000

60 45,331,000

38,742,000

3

2 10,285,000

5 25,245,000

1

109,443,460

125,460

14,960,000

環境土木課 道路整備係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明
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（環境土木課　道路整備係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

N=3橋

　関山中央橋

　西29号線1号橋

　山中橋

N=2橋

　楽農橋

　旭山橋

N=1橋

　芽室大橋

N=60橋

合計 109,318,000 61,383,000 35,800,000 0 12,135,000

こ線橋点検に伴う
鉄道列車運転保安
業務に関する協定

4,202,000 1,290,000 2,912,000
北海道市町村支援

連絡協議会
R5.4.26～R6.3.11

負担金合計 45,331,000 25,962,000 12,000,000 7,369,000

38,742,000 23,244,000 13,000,000 2,498,000

北海道市町村支援
連絡協議会

R5.5.9～R6.2.29
12,000,000 4,457,000

(株)ズコーシャ
R5.7.10～R6.1.4

北王コンサルタント
(株)

R5.12.4～R6.3.11

橋梁点検業務に関
する協定 41,129,000 24,672,000

橋りょう長寿命化
工事実施設計委託
（その２）

10,285,000 3,213,000 5,800,000

村上建設(株)
R5.6.26～R5.12.20

2,268,00010,800,00012,177,00025,245,000委託費合計

工事請負費合計

2,498,000

橋りょう長寿命化
工事実施設計委託

14,960,000 8,964,000 5,000,000

1,272,000

996,000

橋りょう長寿命化
工事

38,742,000 23,244,000 13,000,000

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳
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（ ）

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

m

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

郊外地道路新設改良事業4 道路新設改良費7 土木費

道路整備係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

2 道路橋りょう費 110202

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 郊外地道路新設改良事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
高度経済成長期に建設された道路の老朽化が著しく進んでいること
から、改良・修繕共に費用面において課題がある。また、未舗装区間
沿いの住民から雨天時、融雪時の安全性及び農産物の大型輸送等
による舗装化の要望が増加している。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
道路整備については、破損状況など道路公園維持係と連携し、整備
路線を選定する。整備の際には、芽室町道路整備規準(令和元年度
策定)を基に各整備路線の実態に応じた改良・修繕を進める。また、
財政面においては、経済性を考慮した工法について検討する。

道路整備により、地域住民及び一般車両や大型農業車両による
農産物搬出入の円滑化と安全を確保する。

郊外地道路

郊外地における住環境の改善と町の基幹産業である農畜産業の
作業効率の向上を目指し、順次整備を進める。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円

115,100,000 168,500,000 183,500,000

55,711,892 15,687,258 7,042,000
170,811,892 184,187,258 190,542,000

円

内訳

整備延長
活動
指標

2,233 2,030 1,655

2024年度2023年度2022年度

円

細節名

道路整備事業債

円

円

115,100,000 168,500,000 183,500,000
円
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（ ）

郊外地の道路整備事業 円

本事業は、郊外地に生活されている方々の生活環境の改善と町の基幹産業である農畜産物の輸送が
より円滑に進むように地域の生活道路として快適で安心して利用できる道路を目指し、順次整備を推進す
る。

（１）業務に係る事務費 需用費、役務費、使用料及び賃借料、公課費 円

（２）道路整備に係る委託料
道路改良工事実施設計委託　（L=2,550m） 円
図面描画システム保守委託 円

合　　　　　計 円

（３）道路整備に係る工事請負費
北8線整備工事 L=  655.46m 円
上伏古10線整備工事 L=  279.70m 円
日の出線整備工事 L=  247.09m 円
元町線整備工事 L=  210.23m 円
上美生17号線整備工事 L=  232.94m 円
伏古7号線整備工事 L=  405.03m 円

合　　　　　計 L=2030.45m 円

（４）道路整備に係る負担金補助及び交付金
土木積算システム利用負担金 ４ライセンス分 円

環境土木課 道路整備係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

27,819,000
28,017,000

157,344,000

1,013,760

184,187,258

776,998

25,003,000
49,500

25,052,500

31,020,000
28,413,000
13,992,000
28,083,000
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（環境土木課　道路整備係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

5路線

L=2,550ｍ

北8線整備工事

L=655.46m

W=5.50m

L=279.70m

W=7.00m

日の出線整備工事

L=247.09m

W=6.00m

元町線整備工事

L=210.23m

W=7.00m

L=232.94m

W=5.50m

L=405.03m

W=5.50m

合計 182,347,000 168,500,000 13,847,000

青木建設(株)
R5.9.11～R5.11.30

上伏古10線整備工
事

(有)五十嵐建設
R5.7.24～R5.11.20

上美生17号線整備
工事

村上建設(株)
R5.8.14～R5.11.22

27,819,000 27,400,000 419,000
(株)北土開発

R5.10.10～R6.1.29

青木建設(株)
R5.5.1～R5.8.22

（株）北信開発
コンサルタント

R5.6.19～R5.12.12

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

5,244,000

伏古7号線整備工
事

8,603,000

委託費合計 25,003,000 16,400,000 8,603,000

道路改良工事実施
設計委託

25,003,000 16,400,000

工事請負費合計 157,344,000 152,100,000

28,017,000 27,500,000 517,000
(有)ユニコン

R5.6.26～R5.11.13

620,00030,400,00031,020,000

292,00013,700,00013,992,000

28,083,000 25,200,000 2,883,000

28,413,000 27,900,000 513,000
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（ ）

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

m

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

市街地道路新設改良事業3 街路新設改良費7 土木費

道路整備係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

4 都市計画費 110205

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 市街地道路新設改良事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
高度経済成長期に建設された道路の老朽化が著しく進んでいること
から、改良・修繕共に費用面において課題がある。既設舗装の再整
備の要望が増えている状況である。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
道路整備については、破損状況など道路公園維持係と連携し、整備
路線を選定する。整備の際には、芽室町道路整備規準(令和元年度
策定)を基に各整備路線の実態に応じた改良・修繕を進める。また、
財政面においては、経済性を考慮した工法について検討する。

道路網の整備や公共施設周辺のバリアフリー化を進めることによ
り、快適な住環境と誰もが安心して円滑に通行できる車道や歩道
空間を確保する。

市街地道路

市街地における円滑な交通環境と高齢者や身体に障がいを有す
る方等に配慮した歩道整備など、誰もが安心して快適に利用でき
る道路交通環境の整備を図る。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円

100,000,000 140,500,000

115,661,793 21,771,399 15,958,000
115,661,793 121,771,399 156,458,000

円

内訳

整備延長
活動
指標

616 527 566

2024年度2023年度2022年度

円

細節名

道路整備事業債

円

円

100,000,000 140,500,000
円
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（ ）

市街地の道路整備事業 円

本事業は、市街地における円滑な居住環境と高齢者などの交通弱者及び児童生徒が安心して通行で
きる道路網の整備を推進する。

（１）業務に係る事務費 旅費、需用費 円

（２）道路整備に係る委託料
市街地道路改良実施設計委託　(L=470m) 円

（３）道路整備に係る工事請負費
6丁目通整備工事 L=126.75m 円
東6条北本通整備工事 L=125.63m 円
鉄南西1条本通整備工事 L=147.94m 円
白樺通整備工事 L=126.75m 円

合　　　　計 L=527.07m 円

環境土木課 道路整備係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

111,364,000

121,771,399

67,399

10,340,000

11,836,000
28,831,000
43,087,000
27,610,000
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（環境土木課　道路整備係）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

3路線

L=470m

6丁目通整備工事

L=126.75m

歩道W=3.50m

L=125.63m

車道W=6.00m
歩道W=2.00m(両側)

L=147.94m

車道W=7.50m
歩道W=2.00m(両側)

白樺通整備工事

L=126.75m

車道W=6.50m
歩道W=1.25m

合計 121,704,000 100,000,000 21,704,000

(株)宮間工業
R5.5.29～R5.10.12

38,700,000

100,000,000 11,364,000

4,387,000

25,900,000 2,931,000

村上建設(株)
R5.5.1～R5.9.7

(株)宮間工業
R5.7.31～R5.12.20

2,810,00024,800,000

10,600,000

市街地道路改良実
施設計委託

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

太平洋総合コンサルタ
ント(株)帯広支店
R5.7.24～R5.12.20

10,340,000 10,340,000

工事請負費合計 111,364,000

委託費合計 10,340,000

東6条北本通整備
工事

28,831,000

27,610,000

11,836,000

鉄南西1条本通整
備工事

43,087,000

10,340,000

(有)工藤建設
R5.9.25～R6.1.4

1,236,000

-197-



（ ）

円

細節名

公園使用料
会計年度任用職員労働保険個人負担金（公園管理費）

寄附金管理基金繰入金
社会資本整備総合交付金（公園管理費）

塵芥車購入事業債

円 8,973,000 31,936,000 6,270,000
円 4,000,000

182,600 182,426 157,000
円 1,424,341 973,093 1,780,000

円

内訳

清掃等を行った公園数

遊具数
活動
指標

54 55 55
164 169 169

2024年度2023年度2022年度単位

円

円

円

円

円

4,000,000
11,300,000

10,579,941 33,091,519 8,207,000
84,507,756 55,045,887 102,223,000
95,087,697 88,137,406 125,730,000

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 公園施設等維持管理事業

(1) 事務事業の目的と効果
 1. 事務事業の現状と課題
　公園の維持管理作業は会計年度任用職員9名（令和6年度から1名
増員）で実施しているが、職員の高齢化など、人員の確保に苦慮して
いる状況であり、将来の公園維持や町民サービスの低下が懸念され
る。
　公園施設等については、人口減少・少子高齢化社会の対応や子育
て世代が住みやすい生活環境づくり等を推進する必要がある。また、
各地区の人口構成や地域のニーズを踏まえた新たな利活用やコン
パクトシティに対応した公園機能の再編を図る必要がある。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　公園維持管理の民間委託の検討は令和2年に策定した「民間活力
活用方針」に基づき、町内事業者と継続して協議を進めているが、町
も民間も人員確保に苦慮しており、当面は民間委託を断念する。
　人口減少や施設の老朽化に伴い、公園等の長期的に安定した維
持管理や公園機能を維持していくため、「（仮称）芽室町都市公園ス
トック再編計画」を策定し、公園の適正配置や用途変更に伴う効率的
な利活用を図る。また、芽室公園は老朽化した公園施設（ゆったりト
イレ、遊具など）の更新と合わせ、魅力ある公園とする「（仮称）芽室
公園再整備構想」を策定し、まちなかへの誘導を図る。

公園の適切な維持管理により、公園・緑地としての機能が充実
し、良好な住環境が確保される。

公園利用者
市街地に設置の公園・緑地

公園の種別により、直営・委託及び地域による清掃、草刈、樹木
剪定等を実施する。
公園遊具の点検・補修をする。

(2) 事務事業の現状と今後の取組
 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

道路公園管理係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

4 都市計画費 1106017 土木費 公園施設維持管理事業4 公園管理費

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

箇所

基

円 11,300,000

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円
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（ ）環境土木課 道路公園管理係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

会計年度任用職員手当等 749,392 796,747 818,998
会計年度任用職員労働保険料 3,512,011 3,129,568 2,878,412

　１　公園施設等の維持管理費
　（１）公園等の管理業務
　　①公園等の管理業務一般管理　 （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
会計年度任用職員報酬 11,368,690 11,563,280 11,982,015

職員旅費 - 41,820 125,460
会計年度任用職員費用弁償 440,270 303,360 303,890
公園等電気料 2,686,959 3,297,347 3,026,129
公園水道料 2,529,351 2,955,130 3,320,432
管理用消耗品費 712,795 1,002,906 906,809
ごみ処理手数料 1,547,830 1,613,010 939,530
建物損害保険料 43,148 41,713 41,710

計 23,590,446 24,744,881 24,343,385

　　②公園施設修繕費
遊具施設他修繕費 （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
遊具施設他修繕費 3,240,148 2,201,364 2,034,105

　　③公園管理用作業車、機械類維持補修 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

作業車燃料費 995,780 1,157,463 1,002,179
作業車、作業機械等修繕費 2,259,148 2,770,137 2,385,784
自賠責保険料、自動車損害保険料 354,340 391,570 344,770
車両重量税 87,300 106,900 93,700

計 3,696,568 4,426,070 3,826,433

　　④肥料･薬品（消毒剤他） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

肥料･薬品（消毒剤他） 1,432,678 1,387,304 1,695,756

　　⑤花苗等の購入
花壇整備用花苗、芝生種子等、苗木 （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
花苗代 192,500 192,500 210,000
芝生等 110,000 114,400 404,800
樹木 382,800 1,468,280 228,800

芝刈り機運搬費、タイヤローラー等 570,790 330,660 538,786

計 685,300 1,775,180 843,600

　　⑥公園整備管理機械使用料 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

　（２）公園等の維持管理作業業務
　　①公園作業報償費（地域管理報償） （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
公共サービスパートナーシップ 1,917,000 1,917,000 1,905,000
委託公園数 14団体・16公園 14団体・16公園 14団体・16公園
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（ ）

　（４）公園施設の長寿命化委託、工事

　（５）備品購入

環境土木課 道路公園管理係
事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

　　②維持管理作業委託 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

公園等維持管理作業委託料他 44,224,708 46,157,287 48,706,191
支障木伐採、運搬処理委託料 3,404,500 2,332,110 2,210,120

計 47,629,208 48,489,397 50,916,311

　　③芽室公園柏の木の保全 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

樹木診断委託 - - -
樹木治療委託 - 814,000 -

計 - 814,000 -

　　④水質検査手数料（芽室公園噴水滑り台側・東側、芽室南公園噴水） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

水質検査 198,000 330,000 341,000

　（３）公園施設の設置、補修工事等 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

工事請負費 4,939,000 8,492,000 1,507,000

（円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

価格調査 - - -
長寿命化工事 - - -

計 - - -

令和5年6月5日取得　 芝刈機　ホンダ　HRG466 1台 99,880円
令和5年6月5日取得　 刈払機　ゼノア　BC4410WD1 1台 73,150円

　２　歳入内訳
　（１）公園使用料

（円）

使用者 内容
令和３年度 令和４年度 令和５年度

数量 占用料 数量 占用料 数量 占用料

東日本電信電話
(株)

北海道支店

電話ボックス 1基 1,390 1基 1,390 1基 1,390
電話柱 9本 16,830 7本 13,090 7本 13,090

単独支柱 0本 - 1本 1,870 0本 -
単独支線 2本 1,870 2本 1,870 2本 1,870
ケーブル 4m 520 4m 520 4m 520

北海道電力(株)
帯広支店

電柱 14本 26,180 13本 24,310 13本 24,310
単独支柱 1本 1,870 1本 1,870 1本 1,870
単独支線 2本 1,870 2本 1,870 2本 1,870

北海道電力(株)釧路
統括電力センター

送電塔敷地 100㎡ 110,000 100㎡ 110,000 100㎡ 110,000

鉄塔 1基 1,100 1基 1,100 1基 1,100

公園駐車場占用料（臨時）
計 161,630 157,890 156,020

　（２）社会資本整備総合交付金（公園管理費） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

公園管理費 - - -

　（３）会計年度任用職員労働保険個人負担金（公園管理費） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

労働保険料個人負担金 1,653,961 1,424,341 973,093
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（ ）環境土木課 道路公園管理係
事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

　（４）公園整備事業債 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

公園整備事業債 - - -

　（５）寄附金管理基金繰入金 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

寄附金管理基金繰入金 7,195,000 8,973,000 31,936,000
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（　環境土木課　道路公園管理係　）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

植樹桝 A=61,206㎡

緑地帯 A=68,484㎡

緑地帯 A=50,036㎡

緑地帯 A=233,160㎡ R5.5.26～R5.11.10
処分量刈取草　77t

高木剪定 977本 陸奥造園土木㈱
寄植剪定 239㎡

高木伐採　11本 R5.5.11～R5.9.29
処分量枝　48t

A=145㎡

ガラス清掃 R5.4.1～R6.3.31
A=56㎡(年4回)

町内29箇所 R5.4.28～R5.10.31

運搬処理料 41ｔ R5.11.24～R5.12.25

十勝広域森林組合

目土散布

エアレーション

防除(雪腐れ防止)

オーバーシューティング

中低木植栽 34本 R5.4.27～R5.5.19

十勝広域森林組合

伐採 8本

剪定 5本 R5.7.21～R5.8.31

合　　　計 48,667,600 48,667,600

23,595,000

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（委託）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

十勝広域森林組合

街路樹等草刈作
業委託

23,595,000

噴水施設制御盤他保守
点検年3回

芽室南公園水景
施設保守点検委
託

16,401,000

801,900 801,900

街路樹等剪定作
業委託

16,401,000

芽室公園ゆった
りトイレ清掃委
託

芽室公園外3公
園維持管理委託

芽室公園・芽室南公
園・芽室東公園、あい
あい公園

ノースアジャスト㈱
ダスキン鉄南支店

352,000

㈱かわがらす

R5.4.17～R5.10.20

1,592,000
(一社)めむろシニアワー
クセンター

芽室町内公園ト
イレ清掃委託 1,592,000

352,000

支障木等運搬処
理委託 518,100 518,100

十勝広域森林組合

R5.10.19～5.12.19

245,300
十勝広域森林組合

707,300 707,300

4,455,000 4,455,000

美園児童公園・南町児
童公園・弥生東公園・
中央緑地公園

美園児童公園ほ
か支障木伐採剪
定作業委託

イリス公園苗木
植樹作業委託 245,300
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（　環境土木課　道路公園管理係　）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

美園児童公園

防護柵撤去工

防護柵設置工

合　　　計 1,507,000 1,507,000

備　　　　　考

公園施設等更新
工事

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳

1,507,000

㈲工藤建設

R5.5.22～R5.8.31

1,507,000

-203-



（ ）

円

細節名

寄附金管理基金繰入金

花苗売払代

円

円

948,000 733,000
円 112,700 175,900 175,000

円

内訳

花菖蒲園の面積

負担金支出
活動
指標

21,000 21,000 21,000
4,000 4,000 4,000

2024年度2023年度2022年度単位

円

円

円

円

円

1,060,700 908,900 175,000
411,292 829,216 1,768,000

1,471,992 1,738,116 1,943,000

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 花菖蒲園維持管理事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
　公園の維持管理作業は会計年度任用職員9名（令和6年度から1名
増員）で実施しているが、職員の高齢化など、人員の確保に苦慮して
いる状況であり、将来の公園維持や町民サービスの低下が懸念され
る。
　高齢者・車いす利用者に対応した園路、四阿（あずまや）及び老朽
化したトイレの整備が必要である。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　公園維持管理の民間委託の検討は令和2年に策定した「民間活力
活用方針」に基づき、町内事業者と協議を進めているが、町も民間も
人員確保に苦慮しており、当面は民間委託を断念する。
　令和7年度に策定する「（仮称）芽室公園再整備構想」において、花
菖蒲園も含めた整備について検討する。花菖蒲の適切な維持管理を行い、良好な花菖蒲を生育させる。

花菖蒲（花菖蒲園）

植栽畑耕作、病害虫駆除、雑草除去、株分けを行う。
日本花菖蒲協会に負担金を支出する。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

道路公園管理係環境土木課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

4 都市計画費 1106047 土木費 花菖蒲園維持管理事業4 公園管理費

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

㎡

円

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円
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　　②委託料

　　③重機借上料

　　④負担金補助及び交付金

販売の中止

※Ｈ２９年度　３７種類購入
※Ｈ３０年度　３４種類購入
※Ｒ元年度 　　 ５種類購入
※Ｒ元年度　 　 ６種類消滅
※Ｒ２年度　　   ５種類消滅 （生育不良）
※Ｒ３年度　　増減なし　　   
※Ｒ４年度　　   ３種類消滅 （生育不良）
※Ｒ５年度　　   １種類消滅 （生育不良）

環境土木課 道路公園管理係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

　１　花菖蒲園の維持管理費
　　花菖蒲園の管理業務
　　①花菖蒲園の一般管理　 （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
花菖蒲園管理用消耗品費 35,510 23,204 31,752
花菖蒲園管理用肥料薬品代 270,050 175,445 269,936
花菖蒲園管理用燃料費 58,690 87,106 95,739
花菖蒲園管理用花苗代 - - -

計 364,250 285,755 397,427

（円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

花菖蒲園維持管理作業委託料 1,277,391 1,150,997 1,306,439

（円） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

花菖蒲園整備管理機械使用料 33,110 31,240 30,250

（円） （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

日本花菖蒲協会負担金 4,000 4,000 4,000

　２　歳入内訳
　（１）花苗売払い代
　　芽室公園花菖蒲の一般販売（過去３年分） （円）

項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度
花菖蒲一般販売 － 112,700 175,900
※平成３０年度・令和元年度は災害復旧、令和２年度・令和３年度は新型コロナ感染症拡大のため一般

　（２）寄附金管理基金繰入金 （円）
項　　目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

寄附金管理基金繰入金 1,275,000 948,000 733,000

令和３年
実績

令和４年
実績

376 413 447 446 441 441 438

令和５年
実績

437

　３　災害後の種類数
平成２８年

被災後
平成２９年

実績
平成３０年

実績
令和元年

実績
令和２年

実績

（生育不良）
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円 66,400,000

細節名
公的賃貸住宅家賃対策調整国庫補助金

社会資本整備総合交付金（住宅管理費）

公営住宅使用料（住宅管理費）

公営住宅駐車場使用料

公営住宅敷地使用料

損害保険料（住宅管理費）

公営住宅整備事業債

円 88,434,345 94,943,930 99,779,000
円 4,590,400 4,572,221 4,661,000

22,886,000 23,760,000 22,886,000
円 30,557,000 29,342,000 55,259,000

円 19,140

内訳

入居件数

退去件数

維持管理費

活動
指標

2 6 4
33 26 30

182,703,726 147,392,952 226,095,000

2024年度2023年度2022年度単位

円

円

円

円

円

53,443,000 53,102,000 78,145,000
66,400,000

94,091,707 100,594,858 105,856,000
35,169,019 △ 6,303,906 △ 24,306,000

182,703,726 147,392,952 226,095,000

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 公営住宅維持管理事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
2023年度に「芽室町公営住宅等長寿命化計画」を一部見直しした。
耐用年数を超えた住宅、数年で耐用年数を超える住宅（西園町団
地、新西町団地、弥生団地、花園町西団地・高岩団地の一部）は、
「芽室町公営住宅等長寿命化計画」で用途廃止を予定しており、退
去後は募集を停止し政策空家としている。
用途廃止予定団地の入居者の移転に対する不安を解消し、既存団
地等への住替えに向けて個別協議を行う。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
・住棟・住戸の周辺の空き状況及び現住宅の状況等も考慮した中
で、移転住替えを実施する。
・借上げ公営住宅事業者を募集、選定し、工事着手に進める。
・入居者の居住性の向上及び建物の長寿命化を図るため、計画的に
長寿命化型改善工事を実施する。
・退去後の速やかな修繕等を実施し、移転対象住宅を確保する。

　生活困窮者への公営住宅の賃貸を維持継続し、営繕の実施に
より適正な維持管理を行う。

　公営住宅及び公営住宅入居者

　公営住宅の家賃算定から営繕に至るまでの維持管理及び芽室
町公営住宅等長寿命化計画に基づいた計画的整備を行う。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

建築住宅係都市経営課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

5 住宅費 0606017 土木費 公営住宅維持管理事業1 住宅管理費

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

件

件

円

円 127,046 120,652 117,000

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

公営住宅使用料滞納繰越分 円 920,776 958,055 1,299,000
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１　公営住宅の維持管理

※借上げ住宅とは、民間事業者等が建設費の一部補助を受けて新築した共同住宅を、町が20年間

※花園町西団地は、準耐火二階建住宅のみ

④修繕内容等

都市経営課 建築住宅係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

①公営住宅管理戸数（令和６年３月３１日現在） (戸)

区　　　分
前年度末

解体戸数 用途変更 建設戸数
令和５年度

管理戸数 管理戸数
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ (Ａ＋Ｃ＋Ｄ)－Ｂ

　一般公営住宅 631 631
　借り上げ住宅 94 94
　改良住宅
　特定公共賃貸住宅

計 725 725

　公営住宅として借り上げ、供給・管理するものです。

②駐車料金徴収団地と管理台数（令和６年３月31日）
区　　　分 団地数 住宅戸数 駐車場台数 備　　考

　一般公営住宅 ４団地 130 202 対象団地：新工町、南が丘、花園町西、上美生

　借り上げ住宅 ８団地 94 142
計　　　 224 344

③公営住宅家賃収入（使用料）
　（現年度分）

区　　　　分 令和４年度令和３年度令和２年度 令和５年度 備　考
　Ａ　調　定　額            　円 118,076,700119,953,100117,909,600 113,621,110

　Ｂ　収　入　額　　　　　　　円 116,857,745118,878,900116,793,700 112,034,151

　Ｃ　不納欠損額　　　　　　円
　Ｄ　未収入額　(A-B-C)　円 1,218,9551,074,2001,115,900 1,586,959

　Ｅ　収納率　　(B/A)　　　％ 98.9799.1099.05 98.60
　Ｆ　未納者数　　　　　　　　人 252121 26

　（過年度分）
区　　　　分 令和４年度令和３年度令和２年度 令和５年度 備　考

　Ａ　調　定　額            　円 2,669,3822,893,2873,552,370 2,967,561

　Ｂ　収　入　額　　　　　　　円 920,7761,239,9051,749,183 958,055

　Ｃ　不納欠損額　　　　　　円 58,20025,800

　Ｄ　未収入額　(A-B-C)　円 1,748,6061,595,1821,777,387 2,009,506

　Ｅ　収納率　　(B/A)　　　％ 34.4942.8549.24 32.28
　Ｆ　未納者数　　　　　　　　人 131315 12

128,150
電気設備修繕 55 3,924,599

区　分 内　　　　容
令和５年度令和４年度

件数(件) 金　　　額　(円)件数(件) 金　　　額　(円)

38,280
その他修繕 4 226,0507 619,610

業者外注

退去修繕・住宅内簡易修繕 77 2,690,206119 4,081,372
畳交換・修繕 3 97,900
給排水設備修繕 89 9,621,33574 8,685,622
屋根・外壁修繕 3

簡易修繕 修繕材料購入 10 167,7009 41,925
合　計 241 16,855,940258 15,815,309

45 2,348,500
ガス設備修繕 4
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（　都市経営課　建築住宅係　）

（単位：円）

国道支出金 起　　債 そ の 他 一般財源

合　　　計 40,480,000 18,458,000 22,022,000

22,022,000

千葉・小林
共同企業体

R5.9.11～R5.12.8

西町公営住宅長寿
命化型改善工事
（西町団地10号棟
外壁・屋根改善
等）

40,480,000 18,458,000

備　　　　　考

建　　設　　事　　業　　等　　の　　説　　明
事業（工事）名
及び事業内容

事　業　費
財　　源　　内　　訳
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（ ）

円

細節名

建築確認申請手数料
長期優良住宅建築等計画認定事務手数料

低炭素建築物認定手数料

建築確認事務費道委託金

建設リサイクル法事務費道委託金
権限移譲交付金（北海道福祉のまちづくり条例）

円 16,100 18,000
円 87,362 74,690 49,000

1,578,000 2,316,000 1,697,000
円 247,000 189,800 228,000

円 16,000 12,000 20,000

内訳

建築確認申請の受付件数
通知・届出の対象となる工事件数

長期優良住宅・低炭素住宅・省エネ建築物の認定件数

活動
指標

58 60 60
76 63 63
22 9 9

2024年度2023年度2022年度単位

円

円

円

円

円

131,073 108,288 101,000

1,841,100 2,505,800 1,943,000
△ 1,854,933 △ 2,497,538 △ 1,923,000

117,240 116,550 121,000

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 限定特定行政庁事務

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
　平成7年4月1日から限定特定行政庁となり事務を開始した。平成14
年に建設リサイクル法施行により、届出書の審査・パトロール、平成
21年に長期優良住宅普及促進法施行により、長期優良住宅建築等
計画の認定事務を開始し、平成24年12月から都市の低炭素化の促
進に関する法律（エコまち法）施行により、低炭素建築物新築等計画
の認定事務を開始した。平成28年度からは建築物省エネ法の施行
により、性能向上計画認定事務を開始した。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　現在は比較的広い区域の宅地造成・開発が無いことや、民間機関
における建築確認も行われていることから、建築確認件数の減少傾
向にある。今後は、社会経済情勢の変化に伴い建築物におけるエネ
ルギーの消費量が増加傾向にあるため、令和７年４月から全ての新
築住宅・非住宅に省エネ基準の適合が義務付けられる。
また、省エネ基準の適合義務化に併せて、木造戸建住宅を建築する
場合の建築確認審査等が見直され、審査件数及び審査時間が増加
することから、現在の人員では法令で定める処理期間内に審査が完
了しない懸念がある。また手数料及び制度改正の必要がある。

　建築基準法に適合した建築物を建設し、違反建築物の減少を
図り、安全性の高い建築物とする。
　建設廃棄物の不法投棄を無くし、建設資材のリサイクルを推進
する。
　長期に渡り使用ができ、二酸化炭素排出を抑えた環境負荷に
配慮した住宅や消費エネルギーの向上を図った建築物を建設す
る。

建築確認申請の必要な建築物・建築物省エネ法に係る建築物を
建設する建築主
建設リサイクル法の届出・通知が必要な工事の発注者

建築基準法による建築物等の確認申請の審査（法第６条第１項
第４号）業務及び十勝総合振興局への進達（法第６条第１項第１
～３号）業務
建築物省エネ法に係る建築物・長期優良住宅・低炭素住宅認定
に係る審査
建設リサイクル法に基づく届出・通知の処理

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

建築住宅係都市経営課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

5 住宅費 1203047 土木費 限定特定行政庁事務2 建築指導費

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

件

件

件

円 27,711 21,598 32,000

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円
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１　建築確認事務費道委託金（建築基準法第６条第１号～３号物件及び建築設備）

長期優良住宅建築等計画認定申請の受理

２　限定特定行政庁の設置による建築確認申請（建築基準法第6条第4号物件及び工作物）審査手数料

完了検査申請
仮設建築物許可申請

３　長期優良住宅建築等計画認定事務手数料

４　低炭素建築物新築等計画認定事務手数料

５　建設リサイクル法事務費道委託金 ※電子申請除く

６　権限移譲交付金（北海道福祉のまちづくり条例） ※件数は前年度実績

　　　　　　　　指導・助言　４件　×　４，２００　円　＋ 変更　１件　２，１５０円　＝　１８，９５０　円

都市経営課 建築住宅係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

建築確認申請の受理及び現況調査 4 13,596 11 36,806 8 27,698
完了検査申請の受理及び立会 2 4,554 9 20,493 14 31,900
確認申請の図書保存 241 13,255 249 13,695 238 13,090

19 29,887 12 16,368 7 2,002
建築物省エネ法に基づく認定申請の受理 1 1,573

計 62,865 87,362 74,690

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

確認申請 48 828,000 38 618,000 47 817,000
計画変更確認申請 6 48,000 7 56,000 6 48,000

50 828,000 43 774,000 49 931,000
1 130,000 1 130,000 4 520,000

計 105 1,834,000 89 1,578,000 106 2,316,000

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

計画認定申請（新築） 13 234,000 13 247,000 9 171,000
計画認定申請（増改築）
計画変更認定申請 2 15,000 3 17,000
地位承継承認 1 1,800 1 1,800

計 16 250,800 13 247,000 13 189,800

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

計画認定申請 6 54,000 1 16,100
計画変更認定申請 1 9,000

計 7 63,000 1 16,100 ‐ ‐

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

対象建設工事の届出 15 8,844 12 7,075 13 8,022
対象建設工事の通知 42 24,763 35 20,636 22 13,576

計 57 33,607 47 27,711 35 21,598

R３年度 R４年度 R５年度
件数 金額 件数 金額 件数 金額

計 8 32,800 4 16,000 3 12,000

対象建築物の指導・助言 8 32,800 4 16,000 3 12,000
対象建築物の変更
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事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

件

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
円

空家等対策計画策定事業2 建築指導費7 土木費

建築住宅係都市経営課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

5 住宅費 121301

(3) 総事業費・指標等の推移

事務事業名 空家等対策計画策定事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
全国的に空き家の増加が懸念されていることから、町の空き家の実
態を調査し、町民の安全で安心な暮らしの実現および良好な生活環
境の保全を図るため、空家等対策計画を策定した。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
町の実態を調査し、空家等の発生抑制や空家の解消を総合的に進
めるため、空家等対策計画を策定した。今後は策定した「芽室町空
家等対策計画」を基に対策を実施するため、「空家等対策事業」とし
て新たな事業を推進し、町民の安全で安心な暮らしの実現および良
好な生活環境の保全を図っていく。空き家等が適正に管理されていることにより、安全な生活環境を

実現する

空き家

町の実態を調査し空家等対策計画を策定する。
空き家等の建材の飛散等、周囲に影響を及ぼすと思われる建物
所有者に対し、適正な維持管理依頼や空家等の発生抑制の周知
を行う

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

単位

円

円

円

円

円
34,910 25,910
34,910 25,910

円

内訳

空き家等相談件数
活動
指標

2 1

2024年度2023年度2022年度

円

細節名

円

円

円
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・計画策定の目的
近年、人口の減少や少子高齢化により全国的に空家が増加していることから、芽室町においても、空家等
の実態を調査し、適切な管理及び利活用に関する対策を総合的かつ計画的に進めることで、防災・防犯性
の向上、衛生環境や景観の保全を図り、町民が安全で安心して暮らせることができるまちづくりを推進する
ため、「芽室町空家等対策計画」を策定した。

・芽室町空家等対策計画策定
1 計画策定

（1）芽室町空家等対策計画（案）を作成
（2）計画（案）を基に関係課との意見交換
（3）パブリックコメント実施（意見なし）
（4）計画完成

2 その他
（1）意向調査実施時の所有者死亡により新所有者がわからなかった１１戸の相続人等調査の実施
（2）令和５年度に現地調査等を実施した際、空家と確認された42戸のうち３戸が解体された。

今後も適正な維持管理について啓発等を実施していく。

都市経営課 建築住宅係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明
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円

細節名
社会資本整備総合交付金（住宅建設費）

寄附金管理基金繰入金

円

円

400,000

耐震診断・耐震改修の相談

住宅耐震改修の補助申請
活動
指標

14 9 11
4 7 11

700,000 901,000
1,400,000 4,421,000

1,320,000

円

700,000 2,200,000
円

円

円

円 820,910
420,910

(3) 総事業費・指標等の推移

700,000 2,200,000

1,320,000

2024年度2023年度2022年度単位

円

円

円

400,000
内訳

建築住宅係都市経営課

款 項 目 事業番号 決算書上の事業名

5 住宅費 1203127 土木費 建築物耐震化促進事業3 住宅建設費

事務事業名 建築物耐震化促進事業

(1) 事務事業の目的と効果

 1. 事務事業の現状と課題
　近年、大規模地震が各地で頻発していることから、芽室町において
も大規模地震が発生するおそれがある。
　このため、町民に対し建物の耐震化の重要性・緊急性について、積
極的に普及啓発を行うとともに、耐震改修等に対する補助制度を継
続する。

 2. 今後の取組(今後の方向性・課題の解決策)
　町民の中でも耐震化への意識が高まり、無料耐震診断や補助制度
の利用が制度開始時から増加していたが、法律が改正され解体や
改修工事に係る費用の増大等も影響し、2022年度は住宅耐震改修
等の補助申請件数が大幅に減少した。
　そのため、令和６年度から補助額を増額し、申請件数の増加つな
がるよう「芽室町耐震改修等補助制度」の啓発を行い、町内の住宅
や建築物の耐震化率を向上を図る。

　耐震診断・耐震改修等により、住宅の耐震化を促進し、震災に
強いまちづくりを推進する。

・耐震診断・耐震改修の必要な建築物
・耐震診断・耐震改修の必要な特殊建築物

　平成21年度に策定(平成30年度見直し)した「芽室町耐震改修促
進計画」に基づき、町では平成22年度から住宅の耐震改修等補
助及び木造住宅の無料耐震診断を実施している。

(2) 事務事業の現状と今後の取組

 1. 手段(事業の概要)

 2. 対象(何を対象にしているか)

 3. 意図(この事業によって、対象をどのようにしたいか)

事
業
費

国・道支出金

地方債

その他(使用料等)

一般財源

事業費計

(4) 歳入に関する説明 【特定財源の内訳】

件

件

円

単位 2022年度 2023年度 2024年度
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（１）　耐震診断及び耐震改修を図るための支援

①　耐震相談窓口開設　　相談件数　9件

②　耐震改修等補助制度　（平成22年４月１日創設・平成26年４月１日拡充）
　　・補助金額　耐震改修等工事に応じて交付（耐震改修・建替は30万円、解体は20万円上限）

平成２７年度 件 ・ 件
平成２８年度 件 ・ 件
平成２９年度 件 ・ 件
平成３０年度 件 ・ 件
令和 元年度 件 ・ 件
令和 ２ 年度 件 ・ 件
令和 ３ 年度 件 ・ 件
令和 ４ 年度 件 ・ 件
令和 ５ 年度 件 ・ 件

（２）「無料耐震診断」の実施　（平成22年12月から）
耐震改修補助制度の利用を促進し耐震化率を向上するため、北海道で実施の「無料耐震診断」を

  町においても実施し、補助制度の利用促進を図る。
平成２７年度 件
平成２８年度 件
平成２９年度 件
平成３０年度 件
令和 元年度 件
令和 ２ 年度 件
令和 ３ 年度 件
令和 ４ 年度 件
令和 ５ 年度 件

（３）歳出内訳（交付金対象事業費）
住宅耐震改修費補助金　　　1,400,000円 （解体200,000円×７件）

（４）歳入内訳
　 社会資本整備総合交付金（住宅建設費）　　700,000円（住宅耐震改修費補助金　※交付率50%）
　

9
7

11
3
5

10
5

建替 1 解体 11
建替 ‐ 解体 4

8

建替 2 解体 9
建替 2 解体 4
建替 1 解体 4

建替 ‐ 解体 7

建替 2 解体 8
建替 2 解体 6
建替 1 解体 8

6

都市経営課 建築住宅係

事 務 事 業 の 成 果 に 関 す る 説 明
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